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■
平
成
23
年
度
施
政
方
針

　

中
山
間
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変

貌
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
立
の
道
を
選
択

し
た
本
村
は
、
村
民
が
誇
り
と
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
か
て

〜
り
の
里
・
椎
葉
」
を
基
本
理
念
の
下
で

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
村
政
全
般
に
お
い
て
成
果

を
修
め
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
村
議
会
を

は
じ
め
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、
い
よ

い
よ
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
「
第
４
次

椎
葉
村
長
期
総
合
計
画
」
の
基
本
理
念

「
い
の
ち
か
が
や
く
森
林
文
明
郷
」「
か
て

〜
り
の
里
・
椎
葉
」
を
踏
襲
し
て
、
私
が

村
長
就
任
４
期
目
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

す
「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
柱
は
、

一
、
豊
か
に
育
ま
れ
た
自
然
風
土
、
共
助
、

共
生
の
仕
組
み
「
か
て
〜
り
」
を
活

か
し
、
協
働
・
共
助
で
誇
り
の
持
て

る
村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

二
、
地
方
分
権
の
時
代
を
踏
ま
え
、
自

立
・
自
走
で
ゆ
と
り
を
持
っ
て
快
適

に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

三
、
教
育
環
境
を
見
直
し
、
培
わ
れ
て

き
た
歴
史
文
化
遺
産
を
有
功
に
活
用

し
、
継
承
し
ま
す
。

四
、
人
と
人
、地
域
間
の
交
流
・
連
携
を
促

進
し
、集
落
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

以
上
の
４
本
の
柱
か
ら
な
る
「
村
づ
く
り

の
基
本
姿
勢
」
の
下
で
将
来
的
な
課
題
へ

の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
〜
中
略
〜

　

地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
精
神
の

も
と
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
地
域

社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、国
の
動
向
、

経
済
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
傾
注
し
、
住
み
よ
い
、
活
力
あ
る
村

づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
会
の
皆
さ
ま
を
初
め
、
村
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
国
の
予
算
は

　

政
府
は
、
平
成
23
年
度
予
算
を
「
新
成

長
戦
略
」
を
着
実
に
推
進
し
、
元
気
な
日

本
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
予
算
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
大
枠
約
71
兆
円
の
下
で
、「
元

気
な
日
本
復
活
特
別
枠
（
２
・
１
兆
円
）」

を
活
用
し
て
、
社
会
保
障
の
自
然
増
対
策

や
新
成
長
戦
略
施
策
等
に
重
点
化
さ
れ

ま
し
た
。
国
債
費
が
21
・
５
兆
円
と
な
り
、

国
の
一
般
会
計
予
算
規
模
は
、
92
兆
円

４
１
１
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
本
年
度
の
予
算
配
分

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
43
億
４
６

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
５
億
９
２
０
０
万
円
、
12
㌫
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
減
額
は
、
庁
舎
建

設
費
が
大
幅
に
減
額
に
な
っ
た
為
で
す
。

　

予
算
配
分
は
、義
務
的
経
費
（
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
）
が
、
16
億
４
９
８
９

万
円
と
全
体
の
38
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
お

お
む
ね
健
全
な
財
政
運
営
と
い
え
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
の
建
設
事
業
な
ど
は
、

41
・
９
㌫
の
減
と
単
独
事
業
が
大
幅
に
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
３
㌫

の
増
、
維
持
修
繕
費
（
道
路
・
観
光
施
設

修
繕
等
）
は
、
昨
年
よ
り
16
・
７
㌫
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
３
ペ
ー
ジ

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
行
財
政
の
取
り
組
み

　

地
方
分
権
の
進
展
、
本
格
的
な
少
子
高

齢
化
社
会
、
国
、
地
方
に
通
じ
た
危
機

的
な
財
政
状
況
な
ど
、
本
村
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
情
勢
は
急
速
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
政
現
場
で

柔
軟
な
発
想
と
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
仕

事
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
行

政
評
価
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
村
民
の
皆

さ
ま
の
多
く
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
物
件
費

の
節
減
合
理
化
を
推
進
し
、
行
財
政
の
効

率
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度　
当
初
予
算

３
月
に
行
わ
れ
た
村
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
年
度
の
予
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

村
民
が
誇
り
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」

を
目
標
に
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
予
算
と
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

43億4,600万円
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一般会計

前年度比 5億9,200万円（12％）減

平成23年度
椎葉村 当初予算 43億4,600万円
平成23年度がスタートしました。
椎葉村の予算内容をお知らせします。

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
22.3%

村 税 429,753 0.6%

繰 入 金 204,278 △ 74.1%

諸 収 入 184,822 4.3%

使 用 料  他 148,906 10.7%

依存
77.7%

地 方 交 付 税 2,150,000 4.9%

国庫･県支出金 761,461 3.8%

村 債 298,100 △ 34.5%

交 付 金  他 168,680 △ 0.1%

歳 入 合 計 4,346,000 △ 12.0%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
38.0%

人 件 費 846,802 6.5%

扶 助 費 137,631 △ 0.9%

公 債 費 665,458 △ 4.7%

投資的
21.6%

普通建設事業費 939,662 △ 41.9%

災害復旧事業費 2,000 △ 15.9%

その他
40.4%

物 件 費 649,963 3.0%

補 助 費 等 584,503 0.1%

繰 出 金  他 519,981 10.6%

歳 出 合 計 4,346,000 △ 12.0%

①

②

③

④

①自主財源とは……村が自主的に収入できる財源（村

民税や固定資産税、各種手数料や財産収入など）

②依存財源とは……国や県から交付される財源（地

方交付税や国県支出金など）

③義務的経費とは…支出が義務づけられ、削減が

極めて困難な経費

④投資的経費とは……支出の効果が資本形成に向

けられ、道路や施設など将来に残るものに支出

される経費

■特別会計予算状況　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 452,140 △ 7.0%

老 人 保 健 0 皆減

簡 易 水 道 事 業 56,271 13.5%

国 保 病 院 事 業 593,236 18.9%

電 気 事 業 38,310 △ 4.9%

介 護 保 険 事 業 351,226 2.2%

後 期 高 齢 者 医 療 79,373 2.4%

ケーブルネットワーク事業 66,007 17.1%

特別会計合計 1,636,563 5.4%

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
23年度

当初予算額
22年度

当初予算額
増減率

議 会 費 78,662 60,181 30.7%

総 務 費 980,629 1,552,779 △ 36.8%

民 生 費 515,306 479,450 7.5%

衛 生 費 384,732 365,214 5.3%

農林水産業費 759,114 806,337 △ 5.9%

商 工 費 59,107 42,047 40.6%

土 木 費 319,050 337,872 △ 5.6%

消 防 費 48,336 49,986 △ 3.3%

教 育 費 530,606 540,772 △ 1.9%

災 害 復 旧 費 2,000 2,378 △ 15.9%

公 債 費 665,458 697,984 △ 4.7%

予 備 費 3,000 3,000 0.0%

歳出合計 4,346,000 4,938,000 △ 12.0%

　村民一人あたりの予算額（一般会計）
　　一人あたり　　1,325,000円
　　一世帯あたり　3,451,946円
　　※３月１日現在、住民基本台帳より算出
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平
成
23
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に

つ
い
て
、
長
期
総
合
計
画
の
６
つ
の
柱
ご

と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働

○
移
動
通
信
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

　

・
・
・
２
億
円

　

大
河
内（
大
藪
）と
不
土
野（
古
枝
尾
）

に
携
帯
電
話
の
鉄
塔
が
建
設
さ
れ
ま

す
。

○
墓
地
建
設
事
業

　

・
・
・
１
５
７
０
万
円

　

上
椎
葉
地
区
に
墓
地
が
建
設
さ
れ

ま
す
。

○
長
期
総
合
計
画
策
定
事
業

　

・
・
・
９
０
０
万
円

　

本
年
度
は
、第
５
次
長
期
総
合
計
画

の
策
定
年
度
で
す
。10
年
後
の
椎
葉
の

あ
る
べ
き
姿
を
想
像
し
策
定
さ
れ
ま
す
。

健
康
・
福
祉
社
会
の
創
造

○
敬
老
関
連
事
業（
高
齢
者
福
祉
ま
つ
り
）

　

・
・
・
３
６
３
万
円

　

本
年
度
は
、
５
年
に
１
度
の
高
齢
者

福
祉
ま
つ
り
が
上
椎
葉
に
お
い
て
村
内

各
地
区
か
ら
高
齢
者
が
集
ま
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

○
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業

　

・
・
・
４
５
５
万
円

　

介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
補
助
金
を

活
用
し
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

改
修
、ス
ペ
ー
ス
拡
張
等
を
行
い
ま
す
。

○
高
齢
者
等
介
護
用
品
購
入
費
助
成
事
業

　

・
・
・
１
３
０
万
円

　

現
在
行
っ
て
い
る
、
オ
ム
ツ
代
助
成
に

お
い
て
、対
象
者
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

○
福
祉
生
活
支
援
事
業

・
・
・
１
０
０
万
円

　

高
齢
者
の
住
宅
改
修
を
介
護
予
防
の

観
点
か
ら
、
特
定
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
ま
で
拡
充
し
て
行
い
ま
す
。

○
予
防
接
種
事
業

・
・
・
１
９
０
１
万
円

　

各
種
予
防
接
種
事
業
及
び
結
核
健
診

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
小
児
肺
炎
球
菌
、
子

宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
が
行
わ
れ
ま
す
。

快
適
な
環
境
と
暮
ら
し
の
創
造

○
小
規
模
水
道
施
設
整
備
事
業

・
・
・
９
５
０
万
円

　

飲
み
水
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
す
。

○
道
路
清
掃
及
び
要
援
護
者
自
宅
周
辺
環

境
整
備
事
業

・
・
・
５
５
３
万
円

　

高
齢
者
の
み
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
の
自
宅
周
辺
の
環
境
整

備
や
、
飲
み
水
の
整
備
等
を
村
が
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
道
整
備
交
付
金

・
・
・
７
７
４
５
万
円

　

村
道
の
改
良
、
林
道
の
舗
装
を
行
い

ま
す
。

○
重
機
購
入

・
・
・
１
０
０
０
万
円

　

ミ
ニ
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
と
４
ト
ン
ダ
ン

プ
車
を
購
入
し
ま
す
。

資
源
活
用
の
産
業
振
興

○
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定
事
業

・
・
・
１
７
０
万
円

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
関
す
る

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

○
農
林
業
振
興
大
会

・
・
・
１
８
０
万
円

　

農
林
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
農

林
業
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス･

生
産
施
設･

機
械
整

備
等
補
助

・
・
・
３
６
８
万
円

　

園
芸
用
ハ
ウ
ス
等
の
整
備
に
補
助
を

行
い
ま
す
。

○
優
良
牛
保
留
奨
励
補
助

・
・
・
１
５
１
８
万
円

　

村
で
優
良
雌
牛
に
認
定
さ
れ
た
も
の

を
購
買
す
る
と
、
購
買
者
に
対
し
て
、

25 

㌫
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
飼
養
管
理
体
系
等
実
証

・
・
・
９
１
０
万
円

　

各
生
産
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

飼
養
管
理
体
系
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
ま
す
。

新
し
い
視
点
か
ら
の
交
流
連
携

○
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作

・
・
・
７
０
万
円

　

イ
ベ
ン
ト
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

に
お
い
て
、
本
村
を
広
く
認
知
し
て
い

た
だ
く
手
段
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
し
ま
す
。

○
鶴
富
屋
敷
周
辺
整
備
事
業

・
・
・
４
７
５
万
円

　

鶴
富
屋
敷
の
周
辺
に
展
望
デ
ッ
キ
、

さ
く
ら
の
森
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
植
栽

等
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

○
小
学
校
施
設
整
備
交
付
金
事
業
（
尾
向

小
学
校
）

・
・
・
４
０
０
０
万
円

　

尾
向
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
改

善
の
た
め
、
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
椎
葉
神
楽
国
指
定
20
周
年
記
念
事
業

・
・
・
５
１
６
万
円

　

椎
葉
神
楽
国
指
定
20
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
神
楽
の
継
承
、
保
存
に
つ

い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
民
俗
文
化

が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
契

機
と
し
て
記
念
事
業
を
４
月
29
日
に
開

催
し
ま
す
。

○
人
づ
く
り
推
進
費
（
ア
ジ
ア
友
好
の
翼

事
業
等
）

・
・
・
４
１
２
万
円

　

中
学
生
の
国
際
理
解
を
深
め
、
積
極

性
の
あ
る
人
材
育
成
の
学
習
の
場
と
し

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
を
行
い

ま
す
。

平成23年度に取り組む事業を紹介します！
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日本人子宮頸がん患者の
発がん性ＨＰＶ感染率

健 康 だ よ り №162
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７−６８−７５１０

子宮頸がん予防ワクチン接種のお知らせ
　子宮がんには、子宮の頸部にできる「子宮頸がん」と、子宮体部にできる「子宮体がん」の２種類あります。
　今回は、「子宮頸がん」予防についてのお知らせです。

子宮頸がんの原因のほとんどが発がん性ＨＰＶ（ヒトパピ
ローマウイルス）の感染です。

　ＨＰＶには、100を超える型があり、そのうち約15 〜 20の型が
発がん性をもっています。中でも16型と18型が日本では約６割の
子宮頸がんの原因となっています。

性交渉の経験がある女性は、誰でも感染す
る可能性がある程ありふれた感染症です。

　ＨＰＶは主に性交渉で感染します。15 〜 20歳
では、２人に１人が感染しています。しかし、発
がん性ＨＰＶに感染したすべての女性が子宮頸が
んを発症する訳ではありません。0.1％が子宮頸が
んを発症すると言われています。ＨＰＶに感染し
てもほとんどの場合、何事もなく消えてしまうの
が普通です。ウイルスに感染しても２年で90％は
消えます。30歳くらいになると、一般女性の10％
程度の感染率になります。

子宮頸がん予防ワクチンは、発がん性のある16型と18型に対応しています。
　すべてのＨＰＶへの感染を予防することは出来ません。ワクチンは、半年の間に３回接種します。

１回目 ３回目２回目
１か月 ５か月

本村では、平成23年４月から子宮頸がん予防
ワクチン接種について、公費助成を行います。

　接種費用の全額を助成しますので、自己負担はあ
りません。
　対象は、中学１年生〜高校３年生です。保護者の
希望により接種することができます。
　しかし、現在全国でワクチンの供給量が十分でない
ため、接種することが出来ない状況となっています。
今後ワクチンの供給量が確保できたら、国の方針に
従って再度ご案内しますのでご了承ください。

　本村では、平成23年４月より０〜

４歳を対象に公費助成を行います。

　詳細については、対象になる方へ個

別にご案内します。

インフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ）
予防ワクチン接種、小児肺炎球
菌ワクチン接種について

約60％の子宮頸がん患者
から16型と18型のＨＰＶ
がみつかりました

16型と18型
以外の
発がん性ＨＰＶ

子宮頸がん
患者から
多くみつかる
16型と18型の
ＨＰＶ

約60％

卵管

子宮体部

子宮頸部 子宮頸がん

子宮体がん
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椎葉村役場 職員配置図村　長 　椎　葉　晃　充

副村長 　 村の新体制を紹介します平成23年度 
（４月１日現在）

課　　名 課　　長 グループ名（業務内容）
グループ長 主幹・副主幹 グループ員

議会事務局
（監査）

　☎　 67−3209
無料 7−67−0091

事務局長
清田 勇人

議　会（議会運営・監査）

総務課財務グループ兼務
椎葉 富美

総　務　課
（選挙管理委員会）

（公平委員会）
　☎　 67−3201
無料 7−67−0021

黒木 保隆

行　政（人事・行政区・消防交通・広報・消費者行政・選管・人権）

綾 美智代 那須 建
岡村 美和
梅北 実利
黒木 誉胤

財　務（財政・住宅・村営バス・財産管理）

甲斐 万寿也 右田 邦子
椎葉 聖哉

那須 孝寛
那須 晋太郎

地域振興課
　☎　 67−3203
無料 7−67−0031
　　 7−67−0032

山本 直美

企画情報（長期総合計画・サポーター・かて〜りネット等地域づくり全般）

那須 暢明
那須 裕樹
菊野 智成（県派遣）
黒木 晏夏※

商工観光（観光・平家まつり・商工労働・物産流通・各種イベント・国定公園等）
那須 稔 尾前 幸子 松岡 謹直

出　納　室
　☎　 67−3210
無料 7−67−0101

会計管理者
日隈 浩一

会　計（収入支出に関すること・基金管理）

那須 るり子

税務住民課
　☎　 67−3205
無料 7−67−0051
　　 7−67−0052

椎葉 良詔

税　務（税金・国民健康保険税外）
椎葉 隆文 椎葉 恵子 椎葉 竜也

地　籍（地籍調査）
黒木 治実 尾前 貴大

住　民（戸籍・住民記録・年金・環境衛生・廃棄物外）
那須 秀徳 椎葉 豊武 椎山 今朝子

農林振興課
（農業委員会）

　☎　 67−3206
無料 7−67−0061
　　 7−67−0062

椎葉 和博

農業振興（農政・農業委員会・漁協・農業土木・農産加工）

椎葉 今朝志 松岡 正社
椎葉 幸治
藏座 ゆき美
松岡 哲寛

畜産振興（畜産・家畜診療）
那須 健司 桑原 資子 松岡 陽平

林業振興（林業政策・獣害対策・作業道・特用林産・治山）

尾前 広史 那須 和志 椎葉 智成
那須 彰徳

建　設　課
　☎　 67−3207
無料 7−67−0071
　　 7−67−0072

椎葉 勇

施設管理（簡易水道・村営発電所の維持管理）

右田 忠仁 甲斐 直己
甲斐 顕正※

道路管理（村道・林道の維持管理）

椎葉 豊 椎葉 貴幸
椎葉 洋介
出口 将史
椎葉 健太※

※は平成23年度新規採用職員
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小学校・中学校 勤務
学 校 名 給食調理員 学校用務員

椎 葉 小 学 校
（小崎小学校）

藏座 祐子
右田 世佳
椎葉 藤香

黒木 せい子

尾 向 小 学 校 廣末 ツユ子
椎葉 茂子

不土野小学校 椎葉 美幸
大河内小学校 黒木 カヨ子

松 尾 小 学 校 甲斐 浩子
椎葉 廣美

椎 葉 中 学 校
（寄宿舎）

甲斐 町子
那須 裕美子
黒木 加恵
山中 ルリ子

児童館･保育所 勤務
施　設　名 保育士

上 椎 葉 児 童 館
濵砂 早苗
椎葉 夏妃

鹿野遊へき地保育所 那須 智美
向 山 児 童 館 黒木 友梨
不土野へき地保育所 椎葉 祥子
小 崎 児 童 館 山中 ちどり
大河内へき地保育所 那須 香代子

松 尾 児 童 館 椎葉 ユカリ
西村 三容子

課　　名 課　　長 グループ名（業務内容）
グループ長 主幹・副主幹 グループ員

福祉保健課
（保健センター）

　☎　 68−7510
　　 68−7512
　　 68−7513
無料 7−68−7510
　　 7−68−7512
　　 7−68−7513

保健センター所長
地域包括支援セン
ター所長

椎葉 喜美代

福　祉（高齢者・母子・父子・児童・障がい者の福祉・災害救助）

椎葉 清吉 椎葉 洋平
椎葉 康太郎※

健康づくり（健康づくり・予防接種・感染予防・国保病院の運営補助）

山中 千夏 甲斐 ミハル 尾前 裕香
日與川 瑠美

ほけん（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・地域包括支援センター）

椎葉 邦子
黒木 久美子
右田 ひづる
椎葉 友和

中瀬 妙子
右田 和磨

教育委員会
　☎　 67−2850
無料 7−67−0081
　　 7−67−0082
教育長

甲斐 眞后

谷川 修二

学校教育（学校教育・奨学金・寄宿舎）
椎山 操 右田 ちいほ（寮）

那須 伸二（寮）
那須 力男

甲斐 辰男（寮）
岡村 晃美県派遣指導主事

濵砂 光弘
社会教育（生涯学習・公民館・PTA・婦人会）

中瀬 育生 中瀬 寿則
尾前 義文

国民健康保険病院
　☎　 67−2008
無料 7−67−0001
　　 7−67−0002
院長

吉持 厳信
副院長

増田 浩一
医長

荒武 寛幸

事務長

甲斐 敬敏

管理技術（医事・給食・薬局・検査・リハビリ）

山本 圭吾

医　事 荒竹 潤一
給食（管理） 黒木 美郷
薬　局 那須久美子･甲斐 睦宏
検　査 吉田 望
リハビリ 尾川 晴一※

看　護（外来・病棟）

看護師長

山本 ヤエ子

外　来
山中 伴子
椎葉 京子
椎葉 睦美

椎葉 晴美
椎葉 清美
尾前 玲子

病　棟

山中 みすの
那須 文代
安藤 裕子

甲斐 惠子･椎葉 里恵子
那須 寿美･椎葉 真由美
椎葉 智子･右田 芽衣子
椎葉 美由紀･那須 美代子
小畑 文※

平成23年３月31日付退職者（５人）
副　村　長　椎葉 次男
税務住民課　那須 邦子
地域振興課　右田 百合
病　　　院　松岡 のり子・椎葉 マサ子
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【ソフトボールの部】
優　勝　松尾イーグルス

準優勝　杉の子ファイターズ

３　位　小崎小ソフトボールクラブ

４　位　尾向小ソフト

【バレーボールの部】
優　勝　椎小フレンズクラブ

準優勝　松尾少女バレー

【剣道の部】
２年生の部
優　勝　大野　凜太（椎葉小）
準優勝　椎葉　純大（椎葉小）
３　位　甲斐穂乃香（尾向小）
４年生の部
優　勝　椎葉　知大（椎葉小）
準優勝　桑原　一平（椎葉小）
３　位　椎葉　花梨（尾向小）
５・６年生の部
優　勝　尾前萌々花（椎葉小）
準優勝　那須　澪佳（小崎小）
３　位　那須　香子（椎葉小）

カメラ さんぽ

「椎小フレンズクラブ」合宿
（３月19・20日・椎葉小学校・村体育館）

　スポーツ少年団「椎小フレンズクラブ」が福岡県の有田ジュニ
アを本村に招き、合同合宿を行いました。
　１日目は、有田ジュニアと合同練習を行いまし
た。また、夜は「夢織りの館」に宿泊し、保護者、
選手みんなで交流を深めました。
　２日目は、日向市財光寺小、門川町草川小の２
チームが加わり、練習試合が行われました。
　約100人が集まって行われた練習試合は、選手
の元気なプレー、そして保護者の応援と盛り上が
りました。

スポーツ少年団
お別れ大会

（３月12日・村総合運動公園）

【卓球の部】（大河内小）
椎葉中卓球部と練習試合



第２回 椎葉村ファンクラブ　〈３月５・６日・開発センター〉

しいば好き人 感謝祭
　昨年から始まった「しいば好き人感
謝祭」。県内外から65人の参加があり、
御幣作り、竹を使った箸や皿、コップ作
り、椎茸のコマ打ち、餅つきなど様々
な体験プログラムが行われました。
　また、平家さくらの森に桜の木とス
イセンの球根を植え、夜は、おいしい
郷土料理にカッポ酒を味わいながら、
民謡や神楽を堪能し、皆さん大満足の
ようでした。

また、椎葉に
お越しください！

Public Relations of  SHIIBA � 2011（H23）４月号



村のできごと

別
れ 

新
た
な
旅
立
ち 

中
学
校
卒
業
式

　

３
月
16
日
に
村
内
２
校
の
中
学
校
で
卒
業
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

答
辞
で
は
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
椎
山
晋
之
介

く
ん
（
上
椎
葉
）
が
先
生
、
両
親
、
後
輩
達
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

体
育
館
が
改
修
工
事
の
た
め
武
道
場
で
行
わ
れ
た

卒
業
式
。
涙
交
じ
り
の
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
卒
業
生
は
椎
葉
を
巣
立
ち
、新
し
い
生

活
が
始
ま
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
多
く
の
壁
が
立
ち
は
だ

か
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
を
乗
り
越
え
、一
回
り
二
回
り

も
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。▲

両
親
に
感
謝
の
気
持
ち
伝
え
ま
し
た
。

▲
卒
業
生
代
表 

答
辞

　

椎
山
晋
之
介
く
ん

▲保護者、先生、友人達と記念撮影（撮影：甲斐写真館）

最後の夜
醇和寮退舎式

　卒業式前夜３月15日、椎葉中学校寄宿舎
「醇和寮」で退舎式が行われました。
　一緒に寮生活をしてきた友人、後輩たち
との最後の夜。一人ずつ行われた挨拶では、
今までの思い出に涙する寮生もいました。
　みんなで笑い、泣き、助け合って生活し
てきた３年間。13歳から親元を離れ、寮で
生活をしてきた経験は、必ずこれからの高
校生活に活かされるでしょう。

▲

全
員
で
記
念
撮
影
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村のできごと
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岩屋戸バイパス全線開通 ! !
　

３
月
29
日
、
河
野
県
知
事
、
村
長
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
約
１
０
０
人
が

出
席
し
、
国
道
３
２
７
号
岩
屋
戸
バ
イ

パ
ス
全
線
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き

た
岩
屋
戸
バ
イ
パ
ス
の
完
成
で
、
諸
塚

ま
で
の
移
動
時
間
は
約
８
分
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。

花き共進会 産地づくり部門（集団）で優秀賞！
　

３
月
14
日
、
平
成
22
年
度
宮
崎

県
農
産
園
芸
特
産
物
総
合
表
彰
式
に

お
い
て
、
向
山
花
卉
生
産
組
合
の

デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
が
産
地
づ
く
り

部
門
（
集
団
）
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
17
日
に
む
ら

つ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
尾
手

納
地
区
む
ら
づ
く
り
協
議
会
も
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
に
は
、
向
山
花
卉
生
産

組
合
、
尾
手
納
地
区
む
ら
づ
く
り
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
村
長
室
に
出
向

き
、
村
長
、
議
長
に
優
秀
賞
受
賞
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
の
際
に
持
参
さ
れ
た
デ
ル

フ
ィ
ニ
ウ
ム
は
村
長
室
の
前
に
飾
ら

れ
、
職
員
、
来
庁
者
、
多
く
の
人
を

魅
了
し
ま
し
た
。

小学生と児童館のお掃除 !
　

松
尾
小
学
校
の
児
童
と
児
童
館

生
が
「
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
」
の
時

間
で
松
尾
児
童
館
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
」と
は
、松
尾

小
学
校
と
松
尾
児
童
館
の
交
流
行

事
で
年
に
４
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（３月10日・松尾児童館）

　

３
月
29
日
、開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
村
民
44
人
が
出
席
し
、河
野
県
知

事
と
意
見
交
換
会（
県
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
質
問
に
対
し
て
の
県
知
事

の
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
会
に
な
り
ま
し
た
。

河野知事と意見交換
（県民フォーラム開催）

　

椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
約
30
人
が

集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
元
気
に
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ニュースポーツまつり
（３月６日）

　

３
月
10
日
、椎
葉
村
林
業
部
会（
会
長 

椎
葉
治
敏

さ
ん
）が
会
員
所
有
山
林
に
、ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。コ
ン
テ
ナ
苗
と
は
、現
在
、宮

崎
県
が
研
究
中
の
苗
で
、植
栽
適
期
の
拡
大
、植
栽

作
業
の
省
力
化
が
期
待
で
き
ま
す
。内
容
は
、地
ご
し

ら
え
、苗
の
植
栽
、獣
害
対
策
の
防
護
ネ
ッ
ト
設
置
ま

で
を
行
い
ま
し
た
。今
後
、部
会
活
動
の
中
で
生
育
状

況
な
ど
を
観
察
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

椎葉村林業部会
が植樹

　

小
学
生
が
15
人
程
集
ま
り
、
平
家
さ
く
ら

の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
池
に

放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
幼
虫
は
約
１
０
０
頭
。
順
調

に
成
長
す
る
と
６
月
上
旬
に
は
ホ
タ
ル
の
明

滅
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ホタルの幼虫を放流
（３月28日・平家さくらの森）
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椎葉
晃充
村長の

3月の
動き

村のできごと

平
成
22
年
度

教
育
論
文
表
彰
式

　

 

町
村
会
だ
よ
り

２
日　

九
州
地
区
会
長
・
局
長
会
議
（
〜
３
日
・
福
岡
県
）

４
日　

庁
議

５
日　

し
い
ば
好
き
人
感
謝
祭
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

小
中
学
校
教
職
員
研
究
論
文
表
彰
式

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

町
村
会
用
務
（
宮
崎
市
）

16
日　

椎
葉
中
学
校
卒
業
式

18
日　

高
原
町
見
舞
い

　
　
　

県
行
財
政
懇
談
会
（
宮
崎
市
）

22
日　

県
産
業
支
援
財
団
理
事
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
林
業
協
会
総
会

23
日　

村
社
協
理
事
会

24
日　

県
国
際
交
流
協
会
理
事
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
建
設
技
術
推
進
機
構
理
事
会

25
日　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

28
日　

市
町
村
振
興
協
会
理
事
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
防
犯
協
会
連
合
会
理
事
会

29
日　

郡
町
村
会
定
期
総
会
（
日
向
市
）

30
日　

県
統
計
協
会
臨
時
理
事
会
（
宮
崎
市
）

（
３
月
11
日
・
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会
は
、
村
内
教
職
員
の
日
ご
ろ

の
研
究
と
実
践
の
成
果
を
募
り
、
教
育
論
文
の
表
彰

式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
多
く
の
応
募
が
あ

り
、
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
桒
野
梨
恵
さ
ん
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最優秀賞
桒野 梨恵 栄養職員（椎葉中）

【研究主題】
「生涯にわたって「食」の自己管理ができる
児童生徒の育成」
〜地場産品を活用した給食運営と「食に関す
る指導」の取り組みを通して〜

　　　　　　　 受賞者一覧　　　　※敬称略

【村長賞】
　桒野 梨恵（椎葉中）

【村議会議長賞】
　髙橋 武大（小崎小）

【教育委員長賞】
　佐野 妙織（椎葉中）

【教育長賞】
　佐野 誠（椎葉小）

【優秀賞】
　二方 和也（尾向小）
　髙島 志保（椎葉中）

【入選】
　那須 由美子（椎葉小）
　山本 恭弘（不土野小）
　伊集院 忠親（小崎小）
　高木 晶子（小崎小）
　安藤 徳光（大河内小）
　日髙 勝之（松尾小）
　南薗 政幸（椎葉中）
　久野 智章（椎葉中）
　平岡 千晶（椎葉中）
　宗石 テルミ（松尾中）
　西村 広毅（松尾中）

東日本大震災の対応について
　全国町村会では、「対策町村協力
本部」を設置し、本村も椎葉支部を
立ち上げました。
　また、県町村会は、被災地への支
援にあたって、県と市町村とが一体
となり、宮崎県全体として支援を
行っていくことが望ましいと考え、
県知事に対して支援窓口の一本化を
要請しました。



（提供：宮崎日日新聞社　３月13日掲載）
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

３
月
11
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
大
地
震

東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

　

巨
大
な
津
波
に 

家
族 
友
人 

財
産 

全
て
を
奪
わ
れ

　

悲
し
み
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

　　

今
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

　

20
万
人
以
上
の
避
難
者
が

　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
の
支
援
を
待
っ
て
い
ま
す

義
援
金
の
受
け
付
け
に
つ
い
て

物
資
受
け
入
れ
に
つ
い
て

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

宮
崎
県
は
、
現
在
支
援
物
資
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
お
り
、
各
市
町
村
で
取
り
ま

と
め
を
し
、
県
が
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け

入
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
す
こ
や
か
館
ま

で
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
優
先
的
に
受
け
入
れ
た
い
物
資

に
つ
い
て
、
11
　

ch
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
古
着
等
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

義
援
金
を
装
っ
た
、
振
り
込
め
詐
欺
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
こ
と
に
残
念
な
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

個
人
宅
に
義
援
金
の
お
願
い
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
う
い
う
電
話

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場 

総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

消
費
者
行
政
担
当

　

☎
６
７

−

３
２
０
１

　

無
料
☎
７

−

６
７

−

０
０
２
１

　

中
央
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
は
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
郵
便

局
で
振
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
椎
葉
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
義
援
金
の
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。
窓
口
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。■問い合わせ先

　椎葉村社会福祉協議会　☎ 6 7 - 2 2 7 5
　中央共同募金会　☎ 0 3 - 3 5 8 1 - 3 8 4 6
　日本赤十字社　　☎ 0 3 - 3 4 3 7 - 7 0 8 1

●中央共同募金会
【口座名義】
　中央共同募金会
　（ちゅうおうきょうどうぼきんかい）
　東北関東大震災義援金
　（とうほくかんとうだいしんさいぎえんきん）

【口座番号】00170-6-518

●日本赤十字社
【口座名義】
　日本赤十字社
　（にっぽんせきじゅうじしゃ）
　東北関東大震災義援金
　（とうほくかんとうだいしんさいぎえんきん）

【口座番号】00140-8-507

※いずれも通信欄に「東北関東大震災
義援金」と記入すると、手数料は無
料です。



◎一般曹候補生
　■資格　18歳以上27歳未満の者

■受付期間
　①５月６日まで
　②８月１日〜９月９日まで
■１次試験
　①５月21日　②９月17日
■２次試験
　①６月22日〜 27日の間の１日
　②10月６日〜 13日の間の１日
　ご不明な点がございましたら、
日向地域事務所へご連絡ください。

■問い合わせ先
　自衛隊日向地域事務所
　☎０９８２−５２−６９１４

入学おめでとう！
　今年の新入生22人（男８人・女14
人）児童氏名を紹介します。

【椎葉小学校】８人
　甲斐 龍

りゅう

斗
と

（若宮住宅）
　西　 琉

りゅう

希
き

（若宮住宅）
　桒原 朱

しゅ

李
り

（桑の木原）
　椎葉 なな（針金橋団地）
　那須 峻

しゅん

（間柏原）
　椎葉 海

み

祥
さ

稀
き

（上椎葉中２）
　那須 美

み

優
ゆ

（下椎葉）
　尾前 志

し

椿
ず

美
み

（松木）
【尾向小学校】３人
　尾前 慶

けい

久
く

郎
ろう

（尾前下）
　甲斐 菜

な

乃
な

子
こ

（尾手納）
　甲斐 史

ふみ

夏
か

（向山日添）
【大河内小学校】３人
　濵砂 佳

よし

史
ふみ

（大藪）
　椎葉 結

ゆ

名
な

（丸野）
　黒木 愛

あい

子
こ

（合戦原）
【小崎小学校】３人
　椎葉 俊

しゅん

輔
すけ

（入子蒔）
　那須 健

けん

人
と

（雨木）
　那須 七

なな

海
み

（雨木）
【松尾小学校】５人
　椎葉 真

ま

心
こ

（水越）
　岡村 明

あ

楓
か

葉
は

（下松尾）
　那須 来

こ

幸
ゆき

（岩屋戸下）
　蝉尾 璃

り

里
り

（岩屋戸下）
　黒木 夢

ゆめ

華
か

（佐土の谷）
※３月31日現在

宮崎県議会議員選挙
椎葉村議会議員選挙

　今月は、４月10日に宮崎県議会議

椎葉に関する本を
紹介します !

　著者は共同通信
社 宮 崎 支 局 長 の
上
うえ

野
の

敏
とし

彦
ひこ

氏。椎葉
に伝わる焼畑、民
宿「焼畑」のクニ子
さん家族の話など
をまとめた一冊で
す。椎葉はこんなにいいところなんだ
と再確認することの出来る本です。
　本は博物館、物産センターでも販売
しています。ぜひ、お読みください。
千年を耕す　椎葉焼き畑紀行
　上野 敏彦著　平凡社・1,890円

員選挙、4月24日に椎葉村議会議員
選挙が執行されます。
◎宮崎県議会議員選挙

■公示日　４月１日（金）
■期日前投票及び不在者投票期間
　４月２日（土）〜 ４月９日（土）
■投票日　４月10日（日）

◎椎葉村議会議員選挙
■公示日　４月19日（火）
■期日前投票及び不在者投票期間
　４月20日（水）〜 ４月23日（土）
■投票日　４月24日

■問い合わせ先
　椎葉村選挙管理委員会
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

「国有林モニター」募集！
　林野庁・九州森林管理局では、より多くの国民の皆さまに身近な存在とし
て国有林を感じていただけるよう、国有林の役割や現状といった情報をお知
らせするとともに、国有林をより「国民の森林」として管理経営していくた
め、森林・林業や国有林に興味を持たれる一般の方々からご意見をいただく

「国有林モニター」制度を実施しています。
　この度、平成23年度「国有林モニター」を募集いたしますので、多くの皆
さまからのご応募をお待ちしております。
■募集人数　数十名程度
■依頼期間　平成23年５月〜平成24年３月31日
■依頼内容　・森林・林業、国有林に関するアンケートへの回答
　　　　　　・森林・林業、国有林に関するご意見やご提言などの報告、
　　　　　　　弊局広報誌への投稿
　　　　　　・国有林モニター会議への出席（年１〜２回程度・希望者のみ）
■応募資格　九州・沖縄８県にお住まいの20歳以上の方で、森林・林業およ

び国有林に関心のある方
■応募方法　官製はがきまたは封書に必要事項を記入の上、問い合わせ先ま

でご応募ください。（メール、ファックス可）
■必須事項　

・氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、職業、住所、郵便番号、電
話番号、メールアドレス

・国有林モニターを知ったきっかけ（ございましたら）
・国有林モニターに応募された理由（100字程度）
※ご応募いただいた個人情報は、個人情報保護に関する法律に従い、適正

に取り扱います。なお、一度送付いただいた申込書はお返しできません
ので、あらかじめご了承ください。

■募集期間　平成23年４月15日（金）（当日消印有効）
■発　　表　選考結果は、平成23年５月上旬頃、依頼状の発送をもってお知

らせいたします。
■そ の 他　国有林モニターになっていただいた方には、弊局の広報誌など

を送らせていただきます。
　ご不明な点につきましては、ご遠慮なくお問い合わせください。
■問い合わせ先　〒860-0081　熊本市京町本丁２番７号
　九州森林管理局 企画調整室 国有林モニター担当
　☎０９６−３２８−３５１２　０９６−３２８−３６４３
　E-mail　ky_kikaku@rinya.maff.go.jp

お 知 ら せ
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税の納期（４月分）
納期限内に納めましょう。

【軽自動車税】（全期）
【固定資産税】（１期）
■納　期　限　５月２日
■口座振替日　４月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　☎６７−３２０５
　無料☎７−６７−００５１

自動車税は納期限内に！
　自動車税は、４月１日現在、宮崎
運輸支局に登録されている自動車の
所有者または使用者に課税されます。
　金融機関または県税・総務事務所
のほか、各コンビニエンスストア、イン
ターネット利用によるクレジットカード
でも自動車税を納めることができます。

（詳しくは納税通知書をご覧ください）
　自動車をお持ちの方は、５月31日ま
でに、自動車税の納付をお願いします。
　もし、５月中旬までに納税通知書
が届かないときは、お近くの県税・
総務事務所までご連絡ください。
　なお、障がい者の方のために使用す
る自動車については、一定の要件に該
当する場合は、５月31日までに申請すれ
ば、自動車税の一定額が減免されます。
■問い合わせ先
　延岡県税・総務事務所
　☎０９８２−３５−１８１１

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　4月12日・5月10日
　　　　※毎月第２火曜日

　ソリューション営業グループ
　☎０１２０−９８６−７０２

国税専門官採用試験
受験者募集

　人事院と国税庁では、国税専門官
採用試験の受験者の募集をしていま
す。募集要領は次のとおりです。
■受験資格

①昭和57年４月２日〜平成２年４
月１日までに生まれた方（学歴
は問いません）

②平成２年４月２日以降に生まれ
た方で、大学を卒業された方及
び平成24年３月までに大学を卒
業する見込の方

■試験程度　大学卒業程度
■申込書の受付期間
　平成23年４月１日〜 14日まで
　※郵送の場合は４月14日の通信日
　付印有功
■第１次試験　６月12日（日）
■申込用紙

　人事院九州事務局、熊本県国税
局又は最寄りの税務署に請求して
ください。

■受験申込先
　全国の各国税局及び国税事務所

　希望する第１次試験地により申
込先が異なりますので、詳しくは
次のとところへお問い合わせくだ
さい。

■問い合わせ先
　人事院九州事務局
　☎０９２−４３１−７７３３
　熊本県国税局人事二課試験研修係
　☎０９６−３５４−６１７１
　延岡税務署
　☎０９８２−３２−３３０１
　※自動音声案内

「自衛官」募集！
　幹部候補生及び一般曹候補生を募
集しています。
◎幹部候補生
　■資格　20歳以上26歳未満の者
　　　　（22歳未満は大卒見込含む）
　■受付期間　平成23年５月６日まで
　■１次試験　５月14日・15日
　　　　　　（15日は飛行要員のみ）
　■２次試験　６月14日〜 16日

■時間　13：00 〜 16：00（４月）
　　　　　 9：00 〜 12：00（５月）
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　４月18日・５月16日
　　　　※毎月第３月曜日
■場所　高齢者センター
■時間　10：00 〜 15：00
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

国家検定　平成23年度
前期 技能検定受検

　技能検定は、職業能力開発促進法
に基づいて、働く人たちの技能を一
定の基準によって検定し、これを公
証する国家検定制度です。
　合格者には特級・１級及び単一等
級について厚生労働大臣の、２級・３
級については県知事の合格証が交付
され、「技能士」の称号が与えられます。
■申請受付
　平成23年４月11日〜 20日まで
■試験日通知
　平成23年６月13日（予定）
■問い合わせ先
　宮崎県職業能力開発協会
　☎０９８５−５８−１５７０

気をつけて！
電線近くの「こいのぼり」

　こいのぼりの季節となっています。
もし、こいのぼりが電線にかかった場
合でも、電柱に昇るのは大変危険です。
　また、竹竿などで取るのは感電事故
や停電の原因になりますので、九州電
力日向営業所までお知らせください。
■問い合わせ先
　九州電力株式会社 日向営業所

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　　1,495人（−3）
　女　　1,525人（−2）
　計　　3,020人（−5）
世帯数　1,233戸（±0）
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２
日　

郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
　
（
博
物
館
・
〜
４
日
）

３
日　

憲
法
記
念
日

　
　
　

銘
水
の
郷
釣
り
大
会

４
日　

み
ど
り
の
日

５
日　

こ
ど
も
の
日

７
日　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

８
日　

扇
山
山
開
き

　
　
　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
日　

子
牛
セ
リ
市
（
〜
11
日
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
三
種
混
合
・
日
本
脳
炎
）

　
　
　

中
学
２
年
生
修
学
旅
行（
〜
13
日
）

11
日　

中
学
１
年
生
２
校
間
集
団
訓
練

14
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会

15
日　

家
庭
の
日

中
旬　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長
研
修
会

　
　
　

区
長
会

17
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｍ
Ｒ
・
年
長
・
中
学
１
年
生
）

18
日　

交
流
草
川
（
〜
20
日
）

20
日　

県
内
一
斉
消
毒
の
日

22
日　

村
内
小
中
学
校
眼
科
検
診

24
日　

予
防
接
種
（
日
本
脳
炎
）

25
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

31
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

下
旬　

農
業
委
員
会
定
例
総
会

　
　
　

自
衛
隊
父
兄
会
総
会

　
　
　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

５
月
の
主
な
行
事
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BOOK  CORNER

おすすめの１冊 図書室だより

　

99
歳
の
著
者
が
90
歳
か
ら
書
き
始

め 

ま
と
め
た
詩
集
。
日
常
の
出
来

事
や
経
験
が
豊
か
な
感
性
で
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
年
を
重

ね
ら
れ
た
ら
と
思
え
る
、
元
気
の
出

る
一
冊
で
す
。

年長（５歳）  

伊
い

集
じゅう

院
いん

 壮
そう

太
た

郎
ろう

 くん

　

ケ
ガ
を
し
た
カ
エ
ル
く
ん
に
、
団

地
の
住
人
が
優
し
く
看
病
し
て
く
れ

少
し
ず
つ
心
を
開
い
て
い
き
ま
す
。

心
が
温
か
く
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

『
く
す
の
き
だ
ん
ち
へ 

お
ひ
っ
こ
し
』

【
ひ
か
り
の
く
に
】

（
作
）
武
鹿 

悦
子
・（
絵
）
末
崎 

茂
樹

年長（５歳）

西
にし

村
むら

 咲
さ

紀
き

 ちゃん

　

王
様
に
金
の
足
を
片
方
奪
わ
れ
た

ひ
よ
こ
。
お
お
か
み
達
を
お
腹
に
入

れ
て
取
り
返
し
に
出
発
! ! 

何
度
も

読
み
た
く
な
る
楽
し
い
絵
本
で
す
。

『
か
た
あ
し
の 

ひ
よ
こ
』【ほ

る
ぷ
出
版
】

（
文
）
水
谷 

章
三
・（
絵
）
い
と
う 

ひ
ろ
し

　

１
０
０
階
だ
て
の
て
っ
ぺ
ん
に
住

む
だ
れ
か
さ
ん
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ

た
ト
チ
く
ん
。
森
の
中
で
み
つ
け
た

そ
の
家
に
の
ぼ
っ
て
い
く
と
…
。
め

く
る
の
が
楽
し
い
絵
本
で
す
。

46

戸
籍
だ
よ
り
（
２
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

荒
武 

大た
い

志し

朗ろ
う 

く
ん

（
上
椎
葉
中
１
）
寛
幸
・
薫 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

甲
斐 

正
盛 

様
（
87
歳
）

大
河
内
（
大　
　

藪
）

　

那
須 

マ
ツ
エ 

様
（
97
歳
）

上
椎
葉
（
下
椎
葉
）

　

那
須 

エ
イ 

様
（
96
歳
）

鹿
野
遊
（
内
の
八
重
）

　

椎
葉 

芳
雄 

様
（
85
歳
）

松　

尾
（
中
の
八
重
）

　

荒
竹 

茂 

様
（
79
歳
）

松　

尾
（
竹
の
八
重
）

那
須 

留
喜 

様
（
下
椎
葉
）

（
故 

那
須 

マ
ツ
エ 

様
）

荒
竹 

正
子 

様
（
竹
の
八
重
）

（
故 

荒
竹 

茂 

様
）

甲
斐 
斉 

様
（
大　

藪
）

（
故 

甲
斐 

正
盛 

様
）

寺
原 
廣
徳 
様
（
針
金
橋
）

（
故 

寺
原 

徳
千
代 

様
）

椎
葉 

エ
ツ 

様
（
中
の
八
重
）

（
故 
椎
葉 

芳
雄 

様
）

『
く
じ
け
な
い
で
』

【
飛
鳥
出
版
】

（
著
）
柴
田 

ト
ヨ

香
典
返
し

（
２
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎0982−67−2850
無料☎7−67−0081（0082）

『
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え
』【偕

成
社
】

（
作
・
絵
）
岩
井 

俊
雄

上椎葉児童館



東
日
本
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
と
そ
の
ご
家

族
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
▼
３
月

11
日
地
震
が
発
生
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
、

ま
る
で
映
画
の
よ
う
な
映
像
が
流
れ
て
い
た

▼
町
が
簡
単
に
津
波
に
の
み
込
ま
れ
て
い
く
映

像
は
胸
が
痛
か
っ
た
▼
岩
手
県
に
い
る
知
人
と

連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。
メ
ー
ル
で
「
無
事
だ

と
信
じ
て
ま
す
」
と
送
り
、
返
事
を
待
っ
た

▼
返
信
メ
ー
ル
が
届
い
た
「
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
元

気
だ 

絶
対
に
負
け
な
い
か
ら
」
▼
安
心
し
た

の
か
安
堵
感
か
わ
か
ら
な
い
が
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
▼
今
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
出
来
る
の
か
。
み
ん
な
で

考
え
よ
う
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

開
通
式
で
は
、
平
家
大
い
ち
ょ
う
太

鼓
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
太
鼓
の
音

が
山
々
に
響
き
渡
り
、
開
通
を
宣
言
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
で
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、通
り
初
め
が
行
わ
れ
、

来
賓
、
地
権
者
の
車
が
走
り
、
沿
道
の

地
元
住
民
の
方
が
手
を
振
っ
て
、
待
ち

に
待
っ
た
開
通
を
喜
び
ま
し
た
。

「バイパス開通式」

Public Relations of  SHIIBA 17 2011（H23）４月号

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

春
浅
し
風
の
鳶
が
点
と
な
り　
　
　

	

小
丸
川　

隆
信

［
評
］
早
春
の
良
く
晴
れ
た
空
。
一
羽
の
鳶
が
見
る
見
る
う
ち
に
、
小
さ
な
点
と
な

る
。
二
三
日
前
ま
で
寒
か
っ
た
空
と
は
ち
が
っ
て
明
る
い
空
。
作
者
は
す
ば

や
く
春
に
な
じ
ん
で
い
る
。

裏
阿
蘇
の
右
肩
あ
が
る
弥
生
か
な　
　
　

	

那
須　

正

［
評
］
裏
阿
蘇
と
い
う
の
は
ど
こ
か
ら
眺
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
や
は
り
熊
本
か

ら
が
正
面
か
。
裏
阿
蘇
の
右
肩
上
が
り
と
い
う
発
想
が
面
白
い
。
山
に
肩
が

あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
山
を
慈
し
ん
で
い
る
か
ら
。
こ
の
句
の
ポ
イ
ン
ト

は
「
弥
生
」
で
、
山
は
芽
吹
き
の
頃
で
あ
る
。
清
々
と
し
た
景
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
る
証
拠
。

朝
毎
に
ふ
く
ら
み
て
お
り
桜
の
芽　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
こ
の
句
は
す
ん
な
り
と
胸
に
と
び
こ
ん
で
く
る
表
現
の
句
で
あ
る
。
朝
、
目

覚
め
る
と
必
ず
こ
の
桜
に
あ
い
さ
つ
す
る
。
作
者
は
桜
の
芽
の
ふ
く
ら
み
よ

う
が
少
し
づ
つ
変
わ
っ
て
く
る
事
に
と
き
め
い
て
い
る
。
中
七
の
「
ふ
く
ら

み
て
お
り
」
が
そ
れ
を
さ
り
げ
な
く
伝
え
て
い
る
。

《
佳
作
》

清
閑
と
花
咲
き
初
む
る
伽
藍
か
な

中
瀬　

汀

曾
孫
の
目
出
度
さ
重
ね
雛
飾
る

那
須　

瑞
穂

春
雨
に
ぬ
れ
つ
つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
か
な

黒
木　

八
重
子

椎
葉
山
ほ
ん
の
り
木
々
に
色
増
し
て

椎
葉　

シ
ヅ
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
咲
く
国
定
公
園
「
扇

山
」。
新
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら
、

一
緒
に
登
山
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

５
月
８
日
（
日
）

■
場
所　

扇
山
松
木
側
登
山
道
登
り
口

■
日
程

受　
　

付　

９
時
30
分
〜

式　
　

典　

10
時
〜

（
神
事・山
の
誓
い・古
郷
太
鼓・テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）

登
山
開
始　

10
時
30
分
〜

山
頂
祭　

12
時
〜
（
大
声
大
会
）

山
頂
下
山　

13
時
〜

（
宝
探
し
・
山
小
屋
付
近
）

景
品
交
換　

15
時
〜

■
登
山
心
得

①
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
の
服
装
で
結
構
で

す
が
、
天
候
の
状
況
を
把
握
し
準
備

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
頂
付
近
は
気

温
が
下
が
り
ま
す
の
で
１
枚
多
め
に

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
雨
具
の
用
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
定
公
園
内
の
植
物
採
取
お
よ
び
火

気
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ミ
。
空
き
缶
な
ど
は
必
ず
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
の
参
加
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
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■問い合わせ先
　椎葉村観光協会
　☎０９８２−６７−３１３９
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　キク科フキ属。日本に自生するフキ属には岩手県水
沢以南に分布するフキと、より北方に生育する亜種ア
キタブキの２種があります。フキは山野や路傍に広く
見られ、椎葉でも目にする機会が多い植物ですので、
一度は見かけたことがあることでしょう。多年草で日
陰や湿地を好み、地下茎をのばして増えます。「フキ
ノトウ（花茎）」は早春（２〜３月）に葉に先立って芽吹
き、春の到来を象徴的に告げるため、春の季語になっ
ています。雌雄異株で、雄株は10〜25㎝、雌株は45㎝
程にトウを伸ばし、４〜５月にかけて散房状に黄白色
の花をつけます。花後に葉が伸び、葉柄は長さ60㎝、
径が１㎝程で葉身は幅15〜30㎝程になります。春一番
早くに採れる山菜で、独特の香りとほろ苦さが好まれ、
昔から親しまれてきました。椎葉でもトウはテンプラ
やミソ炒め、葉柄は煮付けやアブラ炒めなどで多く食
されています。（九州大学演習林  椎葉康喜・内海泰弘）

フ　　キ
2

未来にはばたけ！

　滑り台とボール遊びが大好き。日菜の笑顔
からパパとママはいつも元気をもらっている
よ！ありがとう。
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子 

さ
ん

平成20年12月３日生まれ

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、
笑顔のわを広げていきます。

　私たち椎小フレンズは、毎週火・木の２日間練習をしています。
練習試合や合宿などとても楽しいです。今年から部員も少なくな
ります。バレーに興味のある方は一緒に活動をしてみませんか。

　仏教の学校を卒業して３月に椎葉に帰ってきました。
役場で仕事させていただいて毎日充実した生活を送って
います。これから、色々なことでもっと忙しくなると思
いますが、地域活動に貢献できるように頑張っていきた
いと思います。

椎葉村スポーツ少年団

椎小フレンズクラブ

椎葉の生き物

全
員
で
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
一
度
、
練
習
を
見
学

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

新キャプテン

清
き よ

田
た

 咲
さ

希
き

 さん


